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♪ ひとりの小さな手 ♪ 

ひとりの小さな手 何もできないけど  

         それでもみんなの手と手をあわせれば 何かできる何かできる 

           ひとりの小さな目 何も見えないけど 

           それでもみんなのひとみで見つめれば 何か見える何か見える 

         ひとりの小さな声 何も言えないけど 

         それでもみんなの声が集まれば 何か言える何か言える 

           ひとりで歩く道 遠くてつらいけど 

           それでもみんなのあしぶみひびかせば 楽しくなる楽しくなる 

         ひとりの人間は とても弱いけど 

         それでもみんなが集まれば強くなれる強くなれる 
 

 

 

 

12月に入り、本格的な冬の寒さを感じる日が多くなったものの、今年は、気温が下がっ 

たり上がったりの影響で体調を崩す人が多いようですが、皆さま、いかがお過ごしでし 

ょうか。アドヴェントの時期に入り、教会や幼稚園では、穏やかにやさしい気持ちでク 

リスマスを迎えることができますようにと祈りながら、クリスマスをお祝いする準備を 

進めています。昨年とは全く異なる状況、また環境でこの時を過ごしていらっしゃる被 

災地の方々の平安を願いつつ、「ひとりの小さな手 通信 第４号」をお届けします。 

 今年も残すところわずかとなり、最近は、新聞やテレビなどの報道でも、さまざまな 

面からこの1年を振り返る機会が多くなりました。１年という時の流れの間には、本当 

に多くのできごとがあり、深く心に残っていることは、人それぞれであるとは思います。

し、やはり今年は、日本中の、さらに世界中の人々の心と生活に大きな変化がもたらされた 

年でありました。 

３月１１日の東日本大震災から、９ヶ月が経ちました。 

誰にとっても決して忘れることはできないであろう「２０１１年」を自分はどのように

過ごしてきたか…私たち一人ひとりが改めて振り返り、来年へ、そして未来へとつなげ

ていかなくてはならないと思います。自分ひとり人にできることは小さいけれど、まず

は自分にできることを考え、行動することが始まりです。日々の小さなことに喜び、感

謝することを忘れずに過ごしつつ、震災や原発事故で家や仕事を失い、まだまだ安心し

て生活することができない方々を思い、私たちにできることを続けていきましょう。 

 皆さまが心穏やかにクリスマス、そして新しい年を迎えられますよう、心からお祈り 

しています。                              (根岸) 



◇きたがわてつさん チャリティーコンサート 
１１／１１(金)  来場者 ９２名 

 ◆支援金１２０，０００円は、きたがわてつさんを通して飯館村に送られるとのことです。。 
  きたがわてつさんは、被災地でのコンサートも開催するそうです。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

◇ゴスペル チャリティーコンサート 
 １１／１２(土)  野毛山幼稚園ゴスペルサークル ハレルヤ 
          ゲスト サニーサイドゴスペルクラブ 横浜 
 小さなお子さんからおとなまで、たくさんの方々がご来場くださいました。 
 コンサートの始めに、野毛山キリストの教会牧師及び野毛山幼稚園園長である奈良昌人先生よりご
挨拶があり、その中で福島県南相馬の原町聖愛保育園の様子をお話しいただきました。 

 コンサートもステージと会場が一つとなって盛り上がり、楽しい時間でした。 
 また、会場では、野毛山幼稚園手芸サークルHANAHANAの方々が、作品のチャリティー販売をしてく
ださいました。 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



◆ゴスペルサークルから ９１，２０８円  
◆HANAHANAから     ２５，６００円    の支援金をお預かりしました。 

 

◇カフェ・シャローム(教会の有志による手作りケーキの販売と喫茶) 
 １１／１８(金) 午前中 
 手作りケーキはとても好評で、３００個以上のケーキがあっという間に売り切れました。 
 また、喫茶コーナーでは、多くの保護者の方々が、ゆっくりおしゃべりの時間を楽しんで 
 いらっしゃいました。 
   ◆支援金 ３３，６００円 
 

◇教会学校アンデレクラスより 
 教会学校おとなクラスのアンデレの方たちも、絶え間なく様々な物資と支援金を寄せてくださって
います。アンデレからの支援金は、他の支援金と併せ、随時、被災地に送らせていただいています。 

 ◆５月から現在までの支援金     ５１，２４６円 
 ◆９月から現在までの動物保護支援金  ６，２２４円 

 

◇支援金の送付 

 ○１０／２８(金)  キリストの教会東日本支援会へ  ５０，０００円 

 ○１１／２２(火)  鹿島栄光教会へ         ２０，０００円 

           手作りクッキーと一緒に送りました 

○１２／６ (火)  仙台の被災地支援グループへ   ５０，０００円 

○１２／１２(月)  原町聖愛保育園へ        １００，０００円 

          HANAHANA の手作りクリスマスプレゼントを一緒に子どもたちと先生たちに

贈りました。  

◇支援物資の発送 

○野毛山幼稚園卒業生保護者(元ﾗﾝﾁ調理員)からの紹介である仙台の被災地支援グループへ 
 

11／６（月)  段ボール１箱 発送 
         女性用 冬物衣料 厚手ソックス   男性用 冬物衣料  ルームシューズ 

 台所用品(鍋敷、鍋つかみ) サンダル 
         手作りアクリルたわし 洗剤、タオル、ハンカチ、枕パッド 
 

11／20 (月) 段ボール１箱 発送 
         男性用 Ｙシャツ ポロシャツ セーター  女性用 コート マフラー  

ウィンドブレーカー 下着  子ども用 セーター コート 
  紳士靴２足 婦人靴３足  洗剤 石けん 入浴剤など  バッグ ハンカチなど雑貨 

 
12／５  (月)  段ボール１箱 発送  

         女性用 スーツ３着   女性用 カーディガン セーター １５着 
         女性用 厚手靴下 下着  男性用 セーター２着 
         腹巻７枚 ストール   電気ポット ミニホットプレート 
         茶たく 箸置き アクリルたわし など台所用品 

 
12／１２  (月)  段ボール１箱 発送 

 婦人服(セーター・コートなど) 軍手 お線香 電気ポット  
食料品(お餅・レトルト) サッカーボール 雑貨 など 

        



 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清水哲郎さんは 仙台支援グループの代表 清水八千代さんのご主人です。 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  鹿島栄光教会より 

発 行 2011年12月15日 
  小さな手プロジェクト 

事務局 〒2200032 横浜市西区老松町30番地 
         野毛山幼稚園   
           

   根岸ひろみ  内田 幸子  上條 順子                    


